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大飯発電所１、２号機　ほう酸補助タンク設置工事における
協力会社作業員負傷の原因と対策について
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②ロープ等による落下防
止措置を施していなかった
ためウインチ及び金具が
落下した

①金具の押し出し・戻し動
作を繰り返したため、固定
ボルトが折損した

③立入り制限区画を設定
していなかった



押し出し動作による影響の再現性確認
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【初期状態に戻した状態】
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クランプボルトを緩めずに
金具を押し出した

ガイドが変形

金具固定ボルトの根元付近に
過大な力が加わった

金具固定ボルトが折損
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